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北山村の筏下り(北山村)

北山村の文化にして伝統産業でもある「筏流し」を今に残そうと「観光筏下り」が昭和５４年にス
タートして、今年で４０年目になります。

大自然のスケールと予想できないスリルが味わえると評判になり、現在では、年間約８千人の
方々が訪れる人気スポットとなっています。

昨年３月には、「北山川の筏流し技術」を県の無形民俗文化財として指定しています。
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                   知  事  メ  ッ  セ  ー  ジ   

 

 
君 死 に た ま ふ こ と な か れ  

 
 有 名 な与 謝 野 晶子 さん の 言葉 で す 。日 露戦 争 時、 国 民 がロ シア 憎 しで 大 変 好

戦的 に なっ て い る時 、そ れ でも 若 者 を死 に追 い やっ て は いけ ない と いう 反 戦 の

メッ セ ージ だ っ たと 思い ま す。 私 は この 言葉 を 自殺 者 が 出た とい う 報に 接 し た

時に 思 いま す 。 つい 最近 も 近畿 財 務 局の 職員 が 自殺 し た との ニュ ー スを 見 た 時

思い ま した 。 き っと 名状 す べか ら ざ る辛 （つ ら ）い 状 況 にあ った が 故の こ と と

思い ま すが 、 自 ら命 を絶 つ 以外 の 途 （み ち） は なか っ た もの かと 暗 たん と な り

ます 。  
 実 は 和歌 山 県 は日 本全 体 の平 均 よ りも 自殺 死 亡率 の 高 い県 なの で す。 高 齢 者

も多 い ので す が 、最 近で は 若者 の 自 殺も 増え て いま す 。 これ は断 然 良く な い こ

とで す から 、 目 下県 では 『 自殺 対 策 計画 』を 考 えて 、 何 とか 問題 を 抱え て い る

人に 生 き抜 い て もら おう と して い ま す。 いじ め 、不 登 校 への 対応 、 相談 体 制 の

充実 、 経済 的 困 窮者 対策 、 精神 保 健 医療 サー ビ スの 体 制 整備 、そ れ に自 殺 未 遂

者へ の 支援 体 制 整備 など 多 岐に わ た りま すが 、 さら に 白 浜で 自殺 を 思い 留 ま ら

そう と いう 運 動 にず っと 携 わっ て い る藤 藪庸 一 さん の グ ルー プな ど 、多 く の 市

民活 動 の方 々 と も協 力し て いか な け れば なり ま せん 。  
 私 自 身人 生 の 本当 の修 羅 場を く ぐ り抜 けて き たか 疑 問 です から 偉 そう な こ と

は言 え ない の で すが 、高 校 生の 諸 君 に講 演を す る時 な ど 、和 歌山 の 宝物 で あ る

この 子 達に 万 一 のこ とが 起 きて は い けな いと 、い つも 3 つの こと を 言う こ と に

して い ます 。  
 一 つ めは「 日 々 の 感激 に 生き よ う。」辛い 事 が続 く 中 にも 小さ な 喜び は あ るは

ずだ と いう こ と です 。  
 二 つ めは 「 い つか 終わ る。」 絶 望的 に なる よ うな 辛 い 事が 続い て も、 そ れ は、

いつ か 終わ る か らと いう こ とで す 。  
 そ し て三 つ め は「 まあ い いか 。」失敗 して く よく よ し てつ ぶれ る な、また 別 の

良い こ とが あ る よと いう こ とで す 。  
 
 
 
 
 

 

  和歌山県知事  仁  坂  吉  伸  
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今月の和歌山県政トピックス                         

 
●知事の韓国・中国訪問                            
 
４月１６日（月）から４月２１日（土）の日程で、知事は観光客の誘致などを目的とし

て、韓国と中国を訪問しました。 
 

○韓 国 

旅行事業者等へのトップセールス 

 ４月１７日と１８日、県内観光事業者とともに、

大手船舶会社や大手旅行会社を訪問し、ゴルフやサ

イクリング、熊野古道などの世界遺産エリアでの登

山などを組み込んだ和歌山ならではの体験観光プ

ログラムの紹介や南紀白浜空港へのチャーター便

就航についてトップセールスを行いました。 

 はじめに訪問したパンスターフェリーは、釜山と大阪南港を結び和歌山へも訪問するフ

ェリーツアーを１５年以上継続している釜山最大手の船舶会社です。同社からは、熊野古

道をコースに取り入れた新たな旅行商品を検討いただけるとお話をいただきました。 

 続いて、韓国光州の大手旅行会社ジョイツアーを訪問し、今年１月に実施された南紀白

浜空港への連続チャーター便について、今後も継続いただくよう協議を進めてきました。 

１８日、和歌山に多数の送客実績がある韓国最大の旅行会社、ハナツアー本社を訪問し、

グォン・サンホ日本地域本部長をはじめとする同社幹部と対談しました。同社からは、韓

国の日本へのＬＣＣ就航活発化の動きにより地方部の注目が高まっており、本県と連携し

て航空会社に対し南紀白浜空港への就航を働きかけて行くことや、同社のテレビショッピ

ングで和歌山を含むツアー商品を取り上げていただけるというお話をいただきました。 

続いて、韓国の大手航空会社のアシアナ航空本社を訪問し、チョウ・ジュンソク韓国地

域本部長をはじめ同社幹部と対談しました。同社からは、個人旅行者向けに行っている無

料 Wi-Fi や温水洗浄便座付トイレのサポートを継続して欲しいとの提案がありました。 
 

観光セミナー及び交流会 

１７日、韓国光州市内のホテルにおいて、光州市

及び全羅南道エリアにおける和歌山県の知名度アッ

プを図るため、本県の豊かな観光資源や体験型観光

プログラムなど新たな魅力をＰＲする観光セミナー

を開催しました。 

セミナーには光州市副市長、全羅南道国際協力局、

光州市観光協会や現地旅行会社、メディアなど関係

者約５０名が集まり、本県からは１５社１９人の事業者が参加しました。 

知事による観光プレゼンテーションに続いて交流会を実施し、県内観光事業者が抽選会

付の事業紹介を行うなど積極的なプロモーションを行い、現地で商談が成立するなど盛会

に終わりました。 

 

パンスターフェリー本社にて 

観光セミナーの様子 
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達
たる

城
そん

韓日友好館訪問（大邱広域市） 

１７日、和歌山にゆかりのある達城韓日友好館

を訪問し、和歌山出身とされる沙也可（（さやか）・

金忠善（キム・チュンソン））将軍についての紹

介や韓国と日本の歴史や文化について説明を受け

ました。 

現地では、以前から和歌山を訪れていただいて

いる沙也可将軍の子孫にあたる金相保（キム・サンボ）賜
し

姓
せい

金海
きんかい

金
きん

氏
し

宗
しゅう

親会
しんかい

会長や金文澳

（キム・ムンオ）達城郡守などから手厚い歓迎をいただきました。 
  

○中 国 

観光セミナー及び商談会 

 １９日には北京市で、２０日には山東省済南市

で、観光セミナーを実施しました。 

北京市では、北京市や天津市内の旅行会社、メ

ディアなど関係者約７０名が集まり、本県からは

８社１２名の事業者が参加しました。一方、山東

省済南市では、山東省旅游発展委員会や山東航空、

山東省内（済南市・青島市・煙台市・威海市）の旅行会社、メディアなどの関係者約４０

名が集まり、本県からは７社１０名の事業者が参加しました。 

 知事によるプレゼンテーションに続き、県内観光事業者が個別ブースにて商談会を実施

し、現地旅行会社、メディアに最新の観光情報を提供するなど積極的なプロモーションを

行いました。セミナー終了後には、メディアから多くの質問が寄せられるなど、旅行先と

しての和歌山について高い関心が示されていました。 
 

山東航空との会談 

２０日、山東省済南・青島－関空間のデイリー運行により、和歌山県と山東省の友好の

懸け橋として重要な役割を担っていただいている山東航空集団有限公司本社を訪問し、姜

成達（かん せいたつ）副総裁と会談しました。 

今後も相互の観光交流や山東航空の利用の促進に向けて、ファムトリップなどの事業に

引き続き協力いただきます。 
 

山東省長との会談 

同日、済南市内の山東大夏において山東省の龔正

（きょう せい）省長と会談し、観光交流や人事交流

をはじめとするこれまでの成果を確認するととも

に、今後の相互の観光ＰＲなどについて提案を行い、

賛同をいただきました。 

また、龔省長から、高齢者対策に係る交流を継続

していくことに加え、今後、交流の裾野を広げていきたいと提案があり、来年の友好提携

３５周年に向け、更に協力関係を強めていくことを確認しました。 

達城韓日友好館関係者の皆さんと知事 

龔省長と知事の会談の様子 

観光セミナーの様子（山東省済南市） 
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●平成２９年度の企業立地実績と企業立地奨励制度の拡充について                      

 

近年、本県では、アクセスが飛躍的に向上する道路網の整備や市町村等と協力した企業

団地の整備などにより、企業誘致を強力に推し進めています。また、紀南地域では、南紀

白浜空港による東京とのアクセスの良さに加え、美しい景観など地域のポテンシャルを生

かしたＩＴビジネスオフィスの誘致も進めています。 

その結果、平成２９年度は１４社が本県と協定を結び、新たに和歌山県への進出を決定

いただきました。株式会社ぼん家具が、平成２９年８月に和歌山市内で操業を開始したの

を皮切りに、全社が県内各地で平成３１年９月までに操業を開始する予定です。 

このうち、３月末には、昭和３６年から生鮮食料品を中心に操業を続け、現在和歌山・

大阪・奈良で３８店舗を展開する地域密着型スーパーの株式会社松源が、他府県への積極

的な店舗展開や安定した商品供給のため、畜産・米飯・総菜加工を総合的に行うプロセス

センターを岩出市内に建設することが決まりました。 

さらに、国内外に７６か所の生産拠点、１３か所の

研究開発施設などを有する世界的なシェアを誇る大手

ベアリングメーカーＮＴＮ株式会社が、自動車の電動

化などを背景に急速に需要の高まりを見せる低摩擦や

長寿命など、高い付加価値のあるボールベアリングの

製造を和歌山製作所に集約し、生産性や稼働率の向上

を目的とした新設備・新システムを導入する新工場を

橋本市内に建設することが決まっています。 

【平成２９年度進出協定企業一覧】 

また、本県では、成長分野における新たな産業の創出にも積極的な支援を行い、産業構

造の多様化と雇用の場の拡大を図るため、全国最高水準の奨励金制度を設けているところ

です。この度、雇用奨励金制度について、新たに県外からの転入雇用者も対象とすること

としました。 

知事、ＮＴＮ（株）大久保社長、平木橋本市長 

企業名 立地場所 創業開始(予定) 雇用予定(人) 投資額(億円) 新工場・新オフィスでの業務内容

オーアイテック㈱ 紀の川市 H30年1月 10 4.66

㈱ぼん家具 和歌山市 H29年8月 9 －

㈱９Times（三洋化学工業㈱） 橋本市 H30年3月 21 9.03

田村薬品工業㈱ 橋本市 H31年9月 15 72.5

日本シール㈱ 橋本市 H30年9月 10 2.1

㈱コテック 橋本市 H30年4月 14 2

津田工業㈱ 紀の川市 H30年10月 45 13.2

㈱早和果樹園 有田市 H30年9月 11 3.5

㈱ブイキューブ 白浜町 H30年6月 5 －

ワコー㈱ 海南市 H30年9月 16 10.7

㈱平和エンジニアリング 紀の川市 H31年4月 16 4.7

㈱東研サーモテック 橋本市 H31年4月 80 37.4

㈱松源 岩出市 H31年9月 24 39.8

㈱NTN 橋本市 H31年4月 17 206

自動車用及び家電・弱電用の冷間圧造・切削部品の製造

インターネットによる家具の通信販売、Webサイト制作、商品企画

化粧品・食品向けプラスチック容器・キャップ・中栓の製造・印刷等

医療用医薬品の受託製造等

産業資材用部品等（産業用ブラシ）の生産

シリコーンゴムシートの成型

店舗・ネット販売用畜産・米飯・惣菜の加工及び製造を行うプロセスセンター

軸受（ベアリング）の製造

化粧品容器等、プラスチック成形品への表面処理加工

農産加工品受注に係るコールセンター業務

デモンストレーション対応業務、インセールス業務等

家庭日用品雑貨（スポンジ）の製造

橋梁・道路関連の鋼構造物の製作、鉄鋼切断・溶断等

自動車用部品等の金属熱処理加工
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現在、紀北橋本エコヒルズ、紀の川市北勢田工業団地、御坊工業団地がほぼ完売状態に

なるなど、企業誘致が進んでおり、今後、工場建設等に向けて同時期に多くの人材の確保

が必要になることが見込まれます。 

このような企業のニーズに合わせて、新たに県外からの転入者も雇用奨励金制度の対象

にすることにより、誘致企業の人材確保を支援するとともに、県外からの転入雇用者を増

やします。 

【企業立地奨励金制度】 

 

全国最高水準 最大１００億円！！ 

立地奨励金：投下固定資産額×１０％ 

雇用奨励金：新規地元雇用者×３０万円（３年間適用） 

 新規地元雇用者に加え、県外からの転入雇用者も対象に拡充します。 

 ※ＩＴ企業については、平成２８年度から転入雇用者も対象にしています。 
 

和歌山県企業立地課ＨＰ 

 奨励金制度に加え、税の優遇制度や貸付金制度の紹介や県内の工業団地及び空き 

工場・オフィスのご案内など企業立地に関する様々な支援制度をワンストップで 

掲載しています。 

 http://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/062200/ritchi/index.html 

 

●平成２９年度の「企業の森」実績について                      

 
本県では、昨今の林業経営の不振により、十分な手入れが行われない放置森林や荒廃森

林の増加が危惧されています。森林は、ＣＯ２の吸収や水質の浄化だけではなく、木材の

生産やレクリエーションの場など私達の生活に深く関わっており、社会全体での適切な森

林作りに取り組んでいるところです。 

そのようなことを背景に、企業や労働組合の皆さんの社会・環境貢献活動の一環として、

また、研修や福利厚生の場として、共に和歌山県の森を守り、育てていただく活動への参

加を募る「企業の森」を平成１４年から始めています。 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年度は、大東化成工業株式会社と株式会社長谷工コーポレーションの２社に新

規参入いただいたほか、１企業に新しい箇所での活動継続を、４企業・団体に現在の箇所

での協定期間延長をいただけることになりました。 

大東化成工業株式会社 脇代表取締役社長と知事（中央左） 株式会社長谷工コーポレーション 岡田常務執行役員と知事（中央） 
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これにより、平成３０年３月末の「企業の森」参画

事業者は、７８の企業・団体となり、８６箇所で森林

保全活動等を実施いただくことになりました。 

また、平成２９年度の森林保全活動には、大きな台

風の影響があったにもかかわらず、２９企業、団体か

ら約２，２００人の方々が参加され、作業に汗を流し

ていただきました。 

活動の中では、地域の方々の指導でニホンミツバチの巣箱である“ごうら”を作るなど、

様々な形で地域住民との交流を行っていただいています。 

今後もより多くの企業・団体の方々に御参加いただき、古来「木の国」と呼ばれてきた

本県の歴史的・文化的にも貴重で豊かな森林を守っていきたいと考えます。 

なお、「企業の森」に関する詳しい情報は県のホームページを御覧ください。 

 https://www.pref.wakayama.lg.jp/bcms/prefg/070700/kig_mori/kig_mori.html 

  

●和歌山県手話言語条例施行に伴う県の取組について                      

 
 平成２９年１２月、議員提案により「和歌山県手話言語条例」が制定されました。 
条例では、手話が言語であるという認識に基づき、手話の普及や習得の機会の確保に関

する必要な事項を定めており、ろう者（※１）とろう者以外の人が共生することができる

社会の実現を目的としています。 
※１ ろう者・・・聴覚障害のある人で、手話を言語として生活している人 

この条例の施行に伴い、県では、手話やろう者に対する県民の理解を促進させるととも

に、手話の習得の機会の確保や手話を使いやすい環境づくりに取り組んでいきます。 

・動画による手話単語の紹介 

 県ホームページで手話単語を紹介する動画を提供するとともに、動画に簡単にア

クセスできるよう、県民の友やリーフレットにＱＲコードを掲載します。 

  

・あいサポート研修 

様々な障害特性や障害のある人が困っていることについて理解を深めるあいサポート研修を活用

し、手話についての理解を深めます。 

 

・県政おはなし講座 

新たに大人向けの「手話講座」を県政おはなし講座のメニューに追加します。 

 

・手話講座の開催 

県民の皆さんが挨拶等の簡単なやりとりができるよう、連続講座を開催します。 

⇒これらの講座を通じて、県民の手話に対する関心を高め、手話奉仕員（手話で日常会話ができるレベル）

や手話通訳者（手話で通訳できるレベル）を目指す人を増やします。 

森林保全活動の様子（ごうら作り） 
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※２ 手話電話相談サービス 

   音声では意思疎通が困難な聴覚障害者の方が、手話で電話相談できるサービス開始しています。 

   聴覚障害者ご自身のスマートフォン等により、テレビ電話機能(スカイプ：マイクロソフト社)を 

使い、県聴覚障害者情報センターの手話通訳者に映像（手話）で電話相談を行うことができます。 

 

４月２５日、「手話を広める知事の会」（会長：平井鳥

取県知事）の総会が参議院議員会館で開催され、知事は近

畿ブロックを代表する副会長に就任し、挨拶では手話を使

って自己紹介を行いました。 
「手話を広める知事の会」では、手話言語法（仮称）の

制定を国に求めるとともに、手話を使いやすい社会環境を

全国に広げ、聴覚障害者の更なる自立と社会参加の実現を

目指す取組を進めています。 
 
 
 

・県職員・市町村職員等向け手話講座の開催 

県職員等が窓口で来客者に手話や筆談を交えながら基本的な対応がスムーズにできることを目標

とした講座を開催します。 

 
・手話電話相談サービスの実施 

県聴覚障害者情報センター（県民交流プラザ和歌山ビッグ愛６F）に 

おいて、テレビ電話機能を活用した手話電話相談を４月３日（火）から 

開始しています。※２ 

 

・手話通訳者養成講座 

手話通訳者を目指す方を対象に、聴覚障害者情報センター等において講座を開催します。 

 

・手話奉仕員レベルアップ研修の開催 

手話奉仕員を対象に、手話のレベルを高めるための研修を実施します。 

 

・きこえとことばの教室 

就学前の乳幼児のコミュニケーション力を高める幼児教室、小学校の通常学級に通う児童に言語指

導や発音指導を行う通級指導教室を開催します。 

 

・難聴者サロンの開催 

中途失聴難聴者が手話を学べる交流会を県聴覚障害者情報センターで開催します。 

 

・県主催事業における手話通訳の配置 

県が実施する講演会やイベントにおいて手話通訳を配置します。 

 

・県聴覚障害者情報センター 

県聴覚障害者情報センターにおいて手話入りＤＶＤを貸し出します。また、交流スペースを開放し

ます。 

手話で自己紹介を行う知事 
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●紀伊半島一周高速道路の実現に向けて                    
 
３月末、国土交通省から、一般国道４２号「串本

太地道路」の新規事業化が発表され、これにより、

本県域の紀伊半島一周高速道路の実現に向けた道

筋が概ね整うことになりました。 
串本太地道路は、那智勝浦町八尺鏡野（やたが

の）と串本町鬮野川（くじのかわ）を結ぶ延長１

８．４ｋｍの高規格幹線道路です。 
紀伊半島一周高速道路は、本県にとって、企業

立地や産業振興、活力ある地域づくりといった将

来のチャンスを保障するものとして、また南海ト

ラフ地震などの大規模災害への備えとして、その

実現は不可欠であり、また急務であるとして、こ

れまでも様々な機会を捉えて早期整備を強く求め

てきました。 

今回の発表は、県選出国会議員や県会議員、関係市町村長をはじめ、これまで御尽力い

ただいた方々と共に取り組んできたことがようやく実を結んだものです。 
また、一般国道４２号「すさみ串本道路」の本線工

事の起工式を４月１５日に近畿地方整備局、県、すさ

み町、串本町主催で開催しました。 
すさみ串本道路は、串本町サンゴ台とすさみ町江住

を結ぶ延長１９．２ｋｍの高規格幹線道路です。 
起工式は、地元の方々の獅子舞や串本節の演武によ

るオープニングイベントで幕を開け、石川雄一国土交

通省道路局長の式辞、知事の挨拶の後、二階俊博自民党幹事長をはじめ、浮島智子衆議院

議員、足立敏之参議院議員など出席いただいた来賓の方々から祝辞をいただきました。そ

の後、鍬入れ式を行い、田嶋勝正串本町長、岩田勉すさみ町長による万歳三唱で幕を下ろ

しました。 
県では、既に事業着手されている一般国道４２号すさみ串本道路や新宮紀宝道路を含め、

円滑な事業推進のため沿線の自治体との連携・協力に努めるとともに、一日も早く完成い

ただけるよう国や関係機関に働きかけていきます。 

 
●南紀白浜空港開港５０周年記念式典を開催しました              
 

４月１日、開港５０周年を迎えた南紀白浜空港の記念式典を開催しました。式典には、 

 供用済

 事業中

 基本計画・予定路線

鍬入れ式の様子 
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浮島智子衆議院議員、門博文衆議院議員ほか来賓を

はじめ、地元及び県内外の関係者の方々、約１２０

名が参加しました。 

式典は、知事の挨拶、来賓祝辞に続き、日本航空

株式会社から同日就航を開始する「わかぱんジェッ

ト」のモデルプレーンが贈呈され、県からお礼とし

て県産品の記念タオルを贈呈しました。その後、知事や来賓、関係者の方々によるくす玉

開披を行い、式典は幕を下ろしました。 

南紀白浜空港は、昭和３９年１月に空港建設適地が白浜町に決定し、昭和４３年（１９

６８年）４月１日に供用を開始、２日から東京便が就航しています。 

その後は、平成８年３月にジェット化に対応した１，８００メートルの滑走路を持つ空

港として新たに供用を開始しました。平成１２年９月には、２，０００メートル滑走路の

供用を開始し、就航機材の大型化や海外チ

ャーターへの対応が可能になりました。 

また、東京との定期便は平成２２年４月

から完全１日３往復となり、年間１０万人

を超える方々に利用いただいています。 

近年は、地元白浜町の方々の協力もあり、

海外からのチャーター便の就航や、ＩＴ企業の進出が展開され、南紀の観光やビジネスに

おけるアピールポイントとなっています。 

現在、空港の民間運営に向け手続を進めているところですが、これからの５０年も一層、

皆さんの役に立つ空港となるよう努めていきます。 

また当日には、日本航空株式会社、株式会社フジドリー

ムエアラインズのチャーター機による遊覧飛行や「わかぱ

んジェット」初就航、新潟発のチャーター便に搭乗した県

内旅行者のお出迎えなどが催されました。その他、日本航

空株式会社による遊覧飛行のチャーター機へのマーシャリ

ング（誘導）体験が開催され、参加した子供達は感嘆の声

をもらしていました。 

他にも、空港ターミナルビル内では、開港から現在までの写真・新聞や当時のＣＡの制

服等を展示した空港歴史展が６月３０日まで開催されています。  

 

●クルーズ船が続々と寄港します                       

 

日本に寄港するクルーズ船が近年急激に増加しています。 

クルーズ船の寄港は、一度に多くの旅客が訪れ、県内を周遊するため、地域振興や経済 

くす玉開披の様子 

就航した「わかぱんジェット」（3月末まで就航予定） 

マーシャリング体験の様子 
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の活性化に大きく寄与するものと期待され

ています。 

県では、大型クルーズ船を誘致するため、

和歌山下津港、日高港、新宮港で既存施設

の改良を行い、また、クルーズ客船寄港促

進補助制度を設けるなど、受け入れ環境の

整備を進めています。 

この度、プリンセス・クルーズ社（本社アメリカ）が２０１９年の日本発着クルーズ第

１シーズンの販売開始を同社ホームページに公開しました。これにより乗客数が３，００

０人を超える「ダイヤモンド・プリンセス」（１１万トン級）の和歌山下津港の寄港日が

２０１９年８月１６日に決定しました。 

また、郵船クルーズ株式会社が国内最大のクルーズ船「飛鳥Ⅱ」の平成２０１８年度下

半期の運行スケジュールを発表しました。こ

れにより、岸壁の改良や航行安全性の検証な

ど、５万トン級の大型クルーズ船受け入れの

準備を進めてきた日高港では初となる「飛鳥 

Ⅱ」の寄港が平成３１年３月２３日に決定し

ました。現在、平成３０年度の県内へのクル

ーズ船の寄港予定は１９回となっています。 

今後も、地元の皆さんと連携・協力して更なる寄港の誘致に努めます。 

 

●熊野本宮大社で式年大祭が開催されました                       

 
本年、御創建２０５０年を迎える熊野本宮大社

で、４月１５日、奉祝式年大祭の本殿祭が三笠宮

彬子女王殿下をお迎えして開催され、知事も神事

に参列しました。 
祭典では、雅楽師の東儀秀樹（とうぎ ひでき）

氏による笙（しょう）と篳篥（ひちりき）の奉納

演奏が行われ、美しい音色が境内に響き渡りました。続いて、俳優の今野誠二郎氏による

神楽「熊野」の男舞が奉奏され、凜々しい舞により祭典に花を添えていました。 

その後、彬子女王殿下による玉串奉奠が行われ、知事をはじめとする参列者がこれに続

き、玉串奉奠を行いました。式典には約９００人が参列しました。 

午後からの渡御祭では、平安時代の皇族や貴族らによる熊野詣でを再現した約５００人

の行列が、旧社地・大斎原までの約１キロを歩きました。 

熊野本宮大社では、御創建２０５０年となる平成３０年の奉祝期間（１月１日～１２月 

総トン数 115,906t  全長 290m 
乗客数 3,286 人 

ダイヤモンド・プリンセス 

                2019 年 8 月寄港予定（和歌山下津港） 

飛鳥Ⅱ       2019 年 3 月寄港予定（日高港） 

総トン数 50,142t  全長 241m 

乗客数 872 人 

男舞奉奏の様子 
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３１日）に、各種奉納イベントや記念行事が開催される予定です。この機会に、悠久の歴

史を持つ蘇りの地「熊野本宮」を訪れてみてはいかがでしょうか。 

 

●春の大会で優秀な成績を収めた高校生が表敬訪問                      

 
４月１０日、第９０回記念選抜

高等学校野球大会において準優

勝を果たした智辯学園和歌山高

等学校硬式野球部の皆さんが知

事を表敬訪問しました。 

知事から決勝戦まで勝ち抜いた健闘を労う言葉をかけられると、文元（ふみもと）主将

は、「厳しい試合があったが、その分たくさん成長できた。夏は大阪桐蔭を倒して優勝し

たい」と力強く述べていました。夏は大優勝旗を手にした皆さんの凱旋を期待します。 
【智辯学園和歌山高等学校硬式野球部（訪問者）※敬称略】 

 

４月２４日、この３月を中心に全国各地で開催された平成２９年度全国高等学校選抜大

会等において優勝、準優勝、３位に入賞した選手の皆さんが知事を表敬訪問しました。 

各校の監督から入賞までの経過報告の後、選手の皆さんから次の大会への意気込みが語

られ、ボウリングの全国高校対校選手権大会で優勝した伊勢川さん（和歌山北高校）は、

「応援への感謝の気持ちを忘れずに、今後のインターハイや国体で良い成績が残せるよう 

頑張りたい」と述べました。皆さんには今後も頑張っていただき、いずれはふるさと選手

としての活躍を期待したいと思います。 

 

【訪問された選手の皆さん※敬称略】 

 

主将 文元 洸成、副将 林 晃汰、副将 本多 吏樹、神先 恵都、小堀 颯、高瀬 宗一郎、 

田中 勇也、冨田 泰生、平田 龍輝、目代 康悟、東妻 純平、池田 陽佑、入江 諒、 

上原 佑斗、久保 亮弥、黒川 史陽、佐藤 樹、西川 晋太郎、根来 塁、硲 祐二郎、 

山本 雄太、湯浅 公貴 

監督 高嶋 仁、部長 古宮 克人 

○相撲  個人・無差別級 優勝 和歌山商業高等学校 花田 秀虎 

春の選抜準優勝の智辯学園和歌山高等学校硬式野球部の皆さんと知事 

３月の大会で優秀な成績を収めた選手の皆さんと知事 
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●和歌山県庁舎８０周年記念見学会を開催しました               

 

４月１５日、和歌山県庁舎建築８０周年を記念し

て、８０年前の竣工式と同じ日に、記念見学会を開

催しました。 

県教育委員会と一般社団法人和歌山県建築士会

が開催したこの見学会では、県庁舎の外観、階段ホ

ール、正庁、議場を専門職員や建築士会会員の解説

を聞きながらグループ単位で約１時間ほど見学い

ただきました。当日は、２６０人を超える参加者があり、大変好評をいただきました。 

県庁舎は昭和１３年（１９３８年）に、当時最新の構造と設備を導入して建設されまし

た。８０年の時を経て今なお現役の県庁舎は、和歌山県が設置されてから３代目の庁舎と

なります。明治９年に建てられた初代は木造であったため、火災で焼失。明治２２年に建

設された２代目は、当時、県会議事堂と離れていて不便であったことや白蟻被害が広がっ

たことなど老朽化が目立ったため、移転、新築が計画されました。 

３代目県庁舎の基本設計は県の松田茂樹技師が担当。実施設計にあたっては、当時、鉄

筋コンクリート造の第一人者であった東京帝国大学の内田祥三（うちだ よしかず）教授が

監修を務めました。実施設計は意匠を富山県庁の設計を行った増田八郎氏が、構造を内田

門下の坪井善勝（つぼい よしかつ）氏が担当し、施工は清水組（現：清水建設）が行いま

した。 

県庁舎は、昭和１３年３月に完成。竣工式が４月１５日に議場で執り行われました。頑

丈に設計された本庁舎は、昭和２０年７月９日・１０日のアメリカ軍の空襲にも耐えてい

ます。戦後建てられた東、北別館等は現在の耐震基準を満たさず大規模な改修を必要とし 

○相撲  団体 第３位 和歌山商業高等学校 

     花田 秀虎、加藤 諒、藤井 聡一郎、三崎 新太郎、中丸 裕一朗 

○ボウリング  女子学校対抗 優勝 和歌山北高等学校 伊勢川 華愛 

○柔道  男子６０ｋｇ級 準優勝 初芝橋本高等学校 松田 淳希 

○ソフトテニス  女子団体 準優勝 和歌山信愛高等学校  

松井 玲奈、岩﨑 彩、永橋 夏鈴、浅倉衣里、柿沼 明里、岡田 未来、 

多田 千夏、川﨑 海奈 

○レスリング  男子７４ｋｇ級 第３位 和歌山北高等学校 内田 貴斗 

○フェンシング  女子フルーレ団体 第３位 和歌山北高等学校 

          福塚 世帆、森田 明日香、巾下 栞奈 

○ウエイトリフティング  男子１０５ｋｇ級トータル 第３位 那賀高等学校 藤谷 柊 

○なぎなた  男子個人 第３位 和歌山工業高等学校 出合 晃大 

昭和１３年１月、竣工間際の庁舎の様子（県立文書館蔵） 
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ましたが、本庁舎はほぼ改修の必要がありませんで

した。 

戦後間もない昭和２２年６月、昭和天皇が和歌山

に行幸された際には、宮内府（現：宮内庁）から申

し入れがあり「簡素に」とのことで、知事室が宿泊

所になりました。 

その後、平成２４年に県建築士会が県庁本館の価

値や歴史などをまとめた書籍を出版し、県庁舎の魅力を発信する活動を続けたことなどを

きっかけに、平成２５年、国の登録文化財となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議場を見学する皆さん 
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お 知 ら せ                               
 
 
 
 

ものづくり和歌山の販売促進戦略である「わかやま産品販路開拓アクションプロ

グラム２０１８」を策定しました。 

主な内容は次の通りです。 
なお、詳しくは県のホームページを御覧ください。 
https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/061000/homepage/index_d/fil/ap2018.pdf 
 

 

 

１ 海外販路開拓支援 ～世界へ売り込む～ 

（１）海外ビジネスの機会創出 

   ビジネスミッションの実施、ＭＯＵ締結国等との連携 

（２）海外の専門的展示会への出展 

   集団出展、ジェトロ和歌山との共同出展、個別出展支援 

（３）観光プロモーションとの連携によるＰＲ強化 

（４）ＥＣ市場への展開支援 

（５）海外展開への相談体制の充実 

（６）ジェトロ和歌山貿易情報センターとの連携（共同事業） 

 

２．国内販路開拓支援 ～日本全国へ売り込む～ 

（１）国内の専門的展示会への出展 

   集団出展、個別出展支援 

（２）県産品の商品力向上 

   百貨店バイヤーとの協働による商品開発、 

パッケージデザインの魅力向上支援 

（３）プロモーションとメディア活用によるＰＲ強化 

   首都圏での一斉プロモーション、 

観光プロモーションと連携した伝統工芸品ＰＲ等 

（４）プレミア和歌山を通じた販路開拓等支援 

（５）商談会の開催 

（６）ＥＣ市場での競争力強化 

（７）首都圏での活動拠点の提供 

 

３．販路を拓くためのものづくり支援 ～新しいブランドづくり～ 

（１）地場産地の企業による新しいブランドづくりの支援 

（２）地域資源を活用した新商品等開発支援 

（３）経営革新計画承認企業への新商品等開発支援 

 

わかやま産品販路開拓アクションプログラム２０１８ 

も の づ く り 和 歌 山 の 販 売 促 進 戦 略 

～ものづくり王国「和歌山」を全国に、そして世界に～ 

メゾン・エ・オブジェ パリ 

（平成３０年１月展 和歌山県集団出展ブース） 

ＩＦＦＴ／インテリアライフスタイルリビング 

（平成２９年１１月 東京ビッグサイト 

和歌山県集団出展ブース） 
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                             お 知 ら せせ 
 

 

 
県産品の国内外への販路開拓に取り組む「和歌山県農水産物・加工

食品の販売促進戦略 アクションプログラム２０１８」を策定しまし

た。主な内容は次の通りです。 
なお、詳しくは県のホームページを御覧ください。 
https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/071700/index_d/fil/actionprogram2018.pdf 
 

和歌山県農水産物・加工食品の販売促進戦略  アクションプログラム２０１８ 

～おいしい！健康わかやま～ 

○和歌山県農水産物・加工食品の販売促進戦略 

 
有利な販路の開拓 

 
がんばる地域・生産者への支援 

 
「おいしい！健康わかやま」の魅力発信 

●「おいしい！健康わかやま」イメージ定着戦略 

●和歌山県産品の機能性をＰＲ 

●県産食材テロワールの発信 

●ブランド創出を目指した高級販路の開拓 

●ＪＡグループとのブランド向上対策 

●有名百貨店とのタイアップによる県産品の販売・ＰＲ 

●外食産業等との連携強化   

●食イベントで消費者へ県産品をＰＲ 

●わかやまジビエの推進 

●「本格梅酒」の消費拡大戦略 

●ご当地グルメ（ポンチ・バーガー）の全国発信 

●わかやま紀州館を拠点とした首都圏での県産品の販売・ＰＲ 

●新たなジャンルへの販路開拓 

●大型展示商談会への出展 

●専門的な展示商談会への出展 

●わかやま産品商談会の開催 

●食品メーカー等とのコラボレーション 

●プレミア和歌山の販売促進 

●大手食品卸・商社と連携したプレミア和歌山の販路開拓 
●ヤフー・ショッピング ふるさと和歌山わいわい市場 

●果実の新たな市場開拓 

●ＥＵでのブランド形成と拡大 

●海外におけるプロモーション 

●海外の展示商談会への出展 

●国内における商談機会の創出 
●関係機関との連携による支援 

●新わかやま産農産ブランドの構築（国内） 

●新わかやま産農産ブランドの構築（海外） 

●オール和歌山で県内食品産業の振興推進 

●試験研究機関との協働 

●「商品力アップ」と「企業力アップ」を目指した支援 
●県内の食品関連情報の収集・提供とデータベースの充実 

国内編 

海外編 

花粉症への効果が注目されているじゃばら関連商品 

全国の有名百貨店での「和歌山フェア」 

FOODEＸ JAPAN２０１８ 

アメリカでの柿プロモーション 

百貨店バイヤーによるセミナー 
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お 知 ら せ                           

 

●ふるさと和歌山応援寄附(ふるさと納税)の御案内                   

 

ふるさと和歌山応援寄附は、「ふるさと和歌山を大切にしたい」、「和歌山

を応援したい」という思いを具体化するための制度です。これまで多くの御寄

附と力強い応援メッセージを数多くいた

だいております。 

県では、ふるさと和歌山応援寄附を「世

界遺産『紀伊山地の霊場と参詣道』の保全

や活用」や「がん対策の充実」、「生涯ス

ポーツ・文化の振興」など１０の分野で活

用させていただいております。 

御寄附につきましては、郵送や振込みで

行うことができますが、クレジットカード

で 行 う 場 合 は 、 ふ る さ と 納 税 総 合 サ イ ト 「 ふ る さ と チ ョ イ ス 」

（https://www.furusato-tax.jp/city/p

roduct/30000）のサイト上で、簡単に申

込みとクレジットカードによる決済を行

うことができますので御利用ください。 

1 万円以上の御寄附をいただいた方に

は、プレミア和歌山の事業者から御協力を

お願いした 54 品目の返礼品の中から１品

をお選びいただきお届けしています。 

また、インターネット限定で、２万円以

上の御寄附をいただいた方には、54 品目

又は特別メニューとして、和歌山特産の熊

野牛をお選びいただけますので、和歌山県

が誇る優良産品（プレミア和歌山）を是非

御堪能ください。 

なお、返礼品は和歌山県外にお住まいの

方が対象となります。 

また、今年度から、返礼品とは別に、御

希望の方に「和歌山ファンクラブ」（和歌山県観光連盟所管）への入会権を贈

呈します。御入会いただくと、観光情報誌「紀州浪漫」の送付や旬の和歌山を

御案内する「和歌山ファンクラブツアー」への参加など、魅力ある特典がござ

います。お申し込みはふるさとチョイスからお願いします。 

ふるさと和歌山応援寄附についての詳細は、和歌山県のホームページ上の「ふ

るさと和歌山応援サイト」に掲載していますので、是非御覧ください。 

これからも、ふるさと和歌山応援寄附に御協力いただきますよう、お願い申

し上げます。 

単身者の場合 夫婦、子　2人の場合
給与収入 寄附金額目安 給与収入 寄附金額目安

300万円 31,000円 300万円 4,000円

400万円 46,000円 400万円 17,000円

500万円 67,000円 500万円 33,000円

600万円 84,000円 600万円 53,000円

700万円 118,000円 700万円 75,000円

800万円 141,000円 800万円 109,000円

900万円 164,000円 900万円 132,000円

1,000万円 188,000円 1,000万円 157,000円

1,500万円 394,000円 1,500万円 355,000円

2,000万円 572,000円 2,000万円 532,000円

自己負担額 2,000円を超える金額が全額控除される寄附金額の

目安は右表のとおりです。

【注意】

下の表はあくまでも目安としてお考えください。

全額控除される寄附金額の目安

○寄附金控除のしくみ
（例）

所得税
約800円

住民税
約7,200円

適用下限額
約2,000円

寄附金10,000円の場合

控除額合計約8,000円



 - 17 -

                         お 知 ら せせ 

 

お礼の品一覧 

 

１品お選びいただけます！ 
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お 知 ら せ                              
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お 知 ら せ                              
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                         お 知 ら せせ 

 

 
 

ふるさと和歌山応援サイト   

   

https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/010500/furusato/ 

 

 ふるさと納税総合サイト「ふるさとチョイス」 

   

https://www.furusato-tax.jp/city/product/30000 
－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－ 
★お問合せ・申込窓口★            ☆お問合せ窓口☆ 
〒640-8585                  〒102-0093 
和歌山市小松原通一丁目１番地         東京都千代田区平河町 2-6-3 
総務部総務管理局税務課            都道府県会館12階 
担当 工藤、田村、宮本            和歌山県東京事務所 
電話 073-441-2186(直通)           担当 宮本 
FAX  073-423-1192              電話 03-5212-9057 

E-mail: furusato-ouen@pref.wakayama.lg.jp   FAX  03-5212-9059 
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ふるさと歳時記                              

 
 イベント情報(５月中旬～６月下旬) 

 

期間 行事名 場所 問い合わせ先 

５月中旬 
春まつり・渡海上人の供養、

御本尊開帳 那智勝浦町・補陀楽山寺 
補陀楽山寺 

0735-52-2523 

５月中旬 みかんの花街道ウォーク 有田市内山間部 
有田市有田みかん課 

0737-83-1111 

５月中旬 えび祭り 和歌山市・加太春日神社 
加太春日神社 

073-459-0368 

５月下旬 黒江めった祭り 海南市・黒江公民館周辺 
黒江めった祭り実行委員

会 073-495-2573 

５月下旬 砂まつり大会 白浜町・白良浜海水浴場 
白浜観光協会 

0739-43-5511 

６月上旬 
有間皇子記念式典、献湯祭、

温泉神社式典 白浜町・温泉神社 
白浜観光協会 

0739-43-6588 

６月上旬 ６月６日は「梅の日」 田辺市・熊野本宮大社 
紀州梅の会事務局 

0739-26-9959 

６月中旬 青葉まつり 高野山・金剛峯寺 
金剛峯寺 

0736-56-2011 

６月中旬 青葉祭 那智勝浦町・ 
妙法山阿弥陀寺 

妙法山阿弥陀寺 

0735-55-0053 

６月中旬 熊野那智紫陽花まつり 那智勝浦町・熊野那智大社 
熊野那智大社 

0735-55-0321 

６月中旬 あじさい祭り 

橋本市・ 
恋し野の里あじさい園 

恋野地区公民館 

0736-33-2458 

有田川町・吉原若者広場 
有田川町吉原あじさい祭

実行委員会 

0737-32-3695 

６月下旬 
夏越の大祓式 

「茅の輪くぐり」 新宮市・熊野速玉大社 
熊野速玉大社 

0735-22-2533 
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                         ふるさと歳時記  

 
自然・風物情報(５月中旬～６月) 
 

時期 自然・風物名 場所 問い合わせ先 

５月中旬 ぶどう山椒出荷最盛期 紀美野町内 
海草振興局農業水産振興

課 073-441-3380 

５月中旬 バラ見ごろ 
和歌山市・四季の郷公園 四季の郷公園 

073-478-0070 

白浜町・平草原公園 白浜観光協会 

0739-43-5511 

５月中旬 シラス漁最盛期 湯浅町ほか 湯浅湾漁協 0737-62-4581 

５月下旬 サツキ見ごろ 
上富田町・観音寺 上富田町観光協会 

0739-47-0550 

紀の川市・粉河寺 粉河寺 

0736-73-4830 

５月下旬 キイシモツケの群生見ごろ 紀の川市・龍門山 紀の川市商工観光課 

0736-77-2511 

５月下旬 
棚田「あらぎ島」 
田植え始まる 有田川町・棚田 有田川町役場 

0737-52-2111 

６月上旬 ほたる鑑賞 

日高川町・ 
細野渓流キャンプ場 

日高川町商工会 

0738-23-3434 

かつらぎ町ほたるの里 かつらぎ町観光協会 

0736-22-0300 

６月上旬 
アロハシャツに衣替え 
（JR 白浜駅、役場等） 

観光協会、白浜町役場、駅、

銀行など 
白浜観光協会

0739-43-5511 

６月上旬 
「歯の衛生週間」 
クジラの歯磨き 太地町・くじらの博物館 くじらの博物館 

0735-59-2400 

６月上旬 
「歯の衛生週間」 
カバの歯磨き 

白浜町・ 
アドベンチャーワールド 

アドベンチャーワールド 

0570-064-481 

６月上旬 ブルーベリー狩り 
かつらぎ町・観光農園 かつらぎ町観光協会 

0736-22-0300 

広川町・浅井農園 浅井農園 

0737-62-3873 

６月上旬 スモモの収穫最盛期 田辺市、上富田町 ＪＡ紀南 

0739-23-3450 

６月中旬 南高梅 収穫ピーク 印南町・集荷場 
ＪＡ紀州みなべいなみ梅

部会 

0739-72-1174 

６月中旬 新ショウガ収穫 和歌山市・ 
名草地区、河西地区 

ＪＡわかやま 

073-471-3731 

６月下旬 「あら川の桃」出荷始まる 紀の川市・桃山町 あら川の桃振興協議会 

0736-66-1259 
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～編集後記～ 
 

ゴールデンウィークもあっという間に終わり、少しずつ夏が近づいてくる気配を感じ

るようになりました。朝夕の風が心地よく感じます。 
 

和歌山では、春以降、節目の年を祝う大小様々なイベントが各地で行われています。

今月の表紙やトピックスにも取り上げていますが、「北山川観光筏下り」がその開始から

４０年目となり、南紀白浜空港は開港５０周年、県庁本館は建設８０周年、さらに、熊

野本宮大社は御創建２０５０年を迎えています。 
 
また、中国を除き、世界最多のパンダ誕生数を誇るアドベンチャーワールドも、開園

４０周年を迎えました。その節目の年に、うれしいニュースが重なります。これまでに

８頭の子供をもうけた、「永明」（えいめい、雄）と「良浜」（らうひん、雌）との間に自

然交配が確認されました。「良浜」が妊娠していれば、この夏から秋に赤ちゃんパンダが

誕生します。さらに多くの方々に和歌山を訪れていただけると大いに期待しています。 

パンダを見るなら「和歌山」が一番！ 
 
パンダに負けず、大活躍中の県のＰＲキャラクター「きいちゃん」。 

「紀の国わかやま国体」のマスコットでもあったのですが、体育のシンボルにしては

ちょっぴり運動が苦手でした。しかし、この春、大幅なダイエットに成功し、走ったり、

跳ねたりすることができるようになりました。 

かわいさに加え、新たな魅力を備えた新生きいちゃんは６月のイベントから登場予定

です。キレのある動きにご注目ください。 
 
これから、だんだんと気温が上がり、湿気も気になる季節を迎えます。皆様にはくれ

ぐれも体調管理にご留意ください。 
 

  知事室秘書課長  生駒 享 
 

 

 和歌山だよりに対するご意見・ご感想をお聞かせください。また、皆様がお持ちの和歌
山に関する情報をご提供ください。今後、皆様のお声を紙面づくりに活かしていきたいと
考えています。 
 （下記のＦＡＸ（様式自由）、Ｅ-Mail 等でお願いします。） 

  ■FAX 073-422-4032  

  ■E-mail e0001003@pref.wakayama.lg.jp 

  和 歌 山 県 の ホ ー ム ペ ー ジ    http://www.pref.wakayama.lg.jp/   

ふるさと和歌山応援ｻｲﾄ httｐ://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/furusato/   

                   2018 年（平成 30 年）５月 Nｏ.１２１ 
   *個人情報につきましては、「和歌山だより」       和歌山県 秘書課 
     の発行以外の目的には、使用いたしません。       〒640-8585 和歌山県和歌山市小松原通１－１ 
                      TEL 073-441-2022 

★「和歌山だより」Ｗeｂ版を和歌山県ホームページにアップしています。Ｗeｂ版

ならではの美しい画面を楽しんでいただけますので是非御覧ください。 


